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2016年7月1日/私立大学図書館協会京都支部 

 

図書館と研究支援：  

「市場動向からOA, そして評価指標までを俯瞰」 

EBSCO営業課長代理   花田謙一 

 

                 ※補足文章はスライド下のメモ欄を参照 

                   ※当該資料について、複製や転載及び掲載等はご遠慮ください 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwic2f7A-bXNAhVBH5QKHTj-BBcQjRwIBw&url=http://wiki.ffo.jp/html/28504.html&psig=AFQjCNEB79uBqsOOoIJWnTDhy2ISK1dqoQ&ust=1466489556856044
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学術雑誌の危機 

学術情報市場を俯瞰 

オープンアクセスジャーナル(OA) 

新しいOAと軽量査読 

新しい論文評価 

（オルトメトリクス） 

本日の内容 

キーワードは「市場動向の俯瞰と新しい動き」 
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業界の構造 
ファイブフォース分析 

 

出版社の寡占化
による強大化と
価格操作 

大学のコンソーシ
アムによる対抗 

オープンアクセス
ジャーナルの登場 

Googleの動き 

(Google Scholar) 

フレーム出典：Synapse Consulting:  
http://cyber-synapse.com/dictionary/en-all/5forces-analysis.html 



|  www.ebsco.com 4 

シリアルズ・クライシス 
学術雑誌の危機 

 

• 雑誌と電子リソースの価格高騰 
 （価格の非弾力性） 
• 高騰の要因はさまざま？ 
• 図書館資料費の限界 

 

 

 

 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi2v6CF5I3NAhVjJqYKHRBzBVkQjRwIBw&url=http://slideplayer.com/slide/7817024/&psig=AFQjCNHIYvkV9kR0c-G2FRNkwBSzPnUKeg&ust=1465109225733048
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjOmNnV543NAhWKq5QKHSd2ANQQjRwIBw&url=https://openreflections.wordpress.com/2015/01/29/the-monograph-crisis-revisited/&psig=AFQjCNE6NgVJGc58XcqoarMgLcknkhiMvw&ust=1465110375027878
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OAの登場 
オープンアクセスジャーナルの動き 

• OA（オープンアクセス・ジャーナル）とは？ 
• 登場した背景は？税金とAPC（論文投稿料） 
• 代表的なパッケージ 
• ゴールドモデルとグリーンモデル 
• 最近のトピック （DOAJの質への転換） 
• 出版社とOAは相容れぬ関係か？（ハイブリッド型） 
• ハゲタカ出版社の問題や二重支払い問題 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwji7Meh6I3NAhVKFpQKHc5WDbIQjRwIBw&url=http://www.ijmer.com/&bvm=bv.123664746,d.dGY&psig=AFQjCNF61rcB6kPgK3GWAQYF-vVChegzhA&ust=1465110464478760
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新しいOAの登場 
オープンメガジャーナルの新しい動き 

• オープンメガジャーナルと
は？ 

• 登場した背景は？ 
• 代表的なパッケージ 
• （Plos One) 
• その論文評価スタイルは？ 
• （軽量査読の登場） 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjC8Y7i7o3NAhWlIaYKHUZ_AbUQjRwIBw&url=https://www.forte-science.co.jp/articles/%E3%82%A8%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%81%AE%E8%A6%96%E7%82%B9/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%83%97%E3%83%B3%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%83%A1%E3%82%AC%E3%82%B8%E3%83%A3%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%AB%E3%81%AE%E6%8C%91%E6%88%A6/&psig=AFQjCNEF_nUz-56RAqLCA7rB0tY_2Snp9g&ust=1465112226456170
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①SEO=検索エンジン最適化、つまり検索エンジンの一等地をいかに確保するか 
  企業では売り上げに直結するから対策に注力。お金もかけている。 
②学術情報の世界も同じ。アカデミア以外の人達にどれだけ論文を読んでもらい、 
  評価されるか問われる時代。 
  （Academia, つまり一流の学術雑誌の掲載されるだけではない） 
③参考文献を条件に課題を出すとある共通項が？ 
④上位かつフルテキストにその場でアクセスできるかは読まれるかの大きな分水嶺 
⑤最近、出版社によるGoogle Scholarでの索引化の流れ（学術情報世界での
SEO?） 
   BIBFRAMEなどのウェブ上の情報とリンクしやすい新たなフォーマットで提供 
⑥学術情報資源のGoogleであるディスカバリーサービスでのメタデータの重要性と 
  中国や 韓国の「見せるメタデータ」と国力 

 

 

 

 

 
GoogleのSEO対策 

代替品とどう向き合うか 
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A.2015年 京都大学のOA義務化 

 

B.2016年 国の助成を受けた論文の原則公開と根拠データ（日本） 

 

C.2016年 2025年までの研究成果の100%OA化（ドイツ） 

 

D.2020年までに欧州全科学論文への無料アクセス達成を採択(EU) 
 

最近の大きな動き 
日本とドイツ、EU 

• オープンメガジャーナルとは？ 

• 登場した背景は？ 

http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13088


|  www.ebsco.com 9 



|  www.ebsco.com 10 

• Marketplace（アプリ市場）から選択可能なアプリ
を用いた新たな設計概念です。 

• アプリはオープンソースと商用の両方があります。 

 

  

Modular 
柔軟な拡張性 
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EU、2020年までに欧州全科学論文への無料アクセス達成を採択 
2016年06月01日 科学技術振興機構の記事 
欧州連合（EU）加盟国は5月27日、同日ブリュッセルで開催された「競争力委員会（Competitiveness Council）」
会合において、2020年までに欧州の全科学論文の無料アクセスを目標とすることを採択した。 
  
研究データについても、最適に利用可能でなければならないとし、達成するには、知的財産権あるいはプライバ
シーなど、十分な根拠がない限り、アクセス可能でなければならないとしている。また研究者の評価については、
論文や被引用数のみではなく、研究の社会的インパクトも考慮すべきであることが示された。 

 

All European scientific articles 

to be freely accessible by 2020 

 

News item | 27-05-2016 | 13:57 

 

All scientific articles in Europe 

must be freely accessible as of 

2020. EU member states want to 

achieve optimal reuse of 

research data. They are also 

looking into a European visa for 

foreign start-up founders. 

 

:  
出典: The Netherlands EU Presidency 2016 

http://english.eu2016.nl/latest/news/2016/05/27/all-european-
scientific-articles-to-be-freely-accessible-by-2020 
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雑誌評価 
伝統的な指標インパクトファクター 

• インパクトファクターとは？ 

• 登場した背景は？ 

• 代表的な製品（SCOPUSとWeb of Science) 

• その重要性 

• その限界と課題（単位の相違、即時性、社会的インパクト） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj0mK2cyrXNAhVGJ5QKHfrUDrIQjRwIBw&url=http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwj0mK2cyrXNAhVGJ5QKHfrUDrIQjRwIBw&url=http://rgsociety.org/live/pages/impact&psig=AFQjCNGQ1iBieE3SZsC03exg1tZg0gP6EA&ust=1466476792721861&psig=AFQjCNGQ1iBieE3SZsC03exg1tZg0gP6EA&ust=1466476792721861
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論文評価 
代替指標であるオルトメトリクス 

• オルトメトリクス（代替指標）とは？ 

• アカデミアと社会的インパクトの区別 

 (科研と英国のHEFCs) 

• 簡単なデモ 

• 課題（人文社会系の評価と網羅性） 
• 海外の状況 
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SPECIFICALLY 

CREATED APPS 
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SPECIFICALLY 

CREATED APPS 



|  www.ebsco.com 16 

図書館と研究支援 
まとめ 

 

• 図書館がどう研究支援に関わっていくか？海外の動き 

• NISOガイドラインからの知見 

• SWOTを使っての図書館を取り巻く環境分析 
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SPECIFICALLY 

CREATED APPS 

NISOガイドライン 

ステークホルダーとしての図書館
の関わり方 
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機会 脅威 

強み 弱み（課題） 

外部・内部環境分析 
SWOT分析を使った大学図書館を取り巻く研究支援環境 

• 研究支援への新しい動き 

• ITHAKAによる調査結果 

• 私学助成への文科省の動き 

• OAの加速 

 

 

• ベンダーの寡占化による価
格操作と予算の硬直性 

• 急激な為替変動 

 

• 情報リテラシースキル 

• 深層Webといった信頼できる
学術情報の提供 

• リポジトリの構築と識別子の
付与 

 

 

 

• Googleといった検索エンジンと
の差異化（2005年のOCLCの
データ） 

• 教員との相互連携 

 

 

 


